
 

令和６年度 第３回 追分小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和６年１０月２８日（月） １３時１５分から１４時４５分まで 

２ 開 催 場 所  浜松市立追分小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  松田 勝、松本 依子、小山 正博、大澤 一夫、内山 丈夫、村上 美代子、 

大石 恵麻、今泉 るり子 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ 学   校  坪井 百合子（校長）、大渡 和正（教頭）、池野 紀子（ＣＳ担当）  

山田 公子（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 会議録作成者  ＣＳディレクター 山田 公子 

８ 議長の選出 

  司会から、議長の選出について委員に確認を行い、松田会長より松本副会長を推挙する旨の発

言があり、全員異議なくこれを承認した。 

９ 協 議 事 項  

・支援策の進捗状況と特色ある学校づくりについて 

10 会 議 記 録 

  司会の大渡教頭から、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。なお、１人が途中参加し、計８人の出席となった。 

  議長の指示により、別紙資料に基づき、支援策の進捗状況と特色ある学校づくりについて、池

野（ＣＳ担当）より説明があった。第２回学校運営協議会にて話し合われた地域人材の有効活用

に対し、学校で実際に行われた取り組みについて詳細の報告である。野菜の栽培や書写指導等、

地域の専門分野の方を始め、近隣の大学生や幼稚園を含む地域の方々と幅広くふれ合うことがで

きた。教員一人では回りきれない指導も、みなさんのおかげで行き届いている。これにより、充

実した教育活動ができ、有効的な時間となっている。また、ボランティアに参加しやすくするた

め、前回の意見にもあった「やるべきことのイメージ」がもてるよう、事前に、当日の流れや必

要なサポートについて具体的に説明するようにしている。その効果もあり、人が集まりやすくな

ってきた。本校には地域の方々から積極的な御協力をいただけること、近隣大学との連携がしや

すいなど強みがある。そこを生かした地域人材活用のよりよい方法及び改善策のアドバイスをい

ただき、今後も持続可能な活動となるよう取り組んでいきたい。 

 説明を受け、委員からは以下の発言があった。 

  ①授業を通した地域との交流  

 ・本日の授業のように、地域などの子供にとって身近なテーマだと授業にも集中しやすい。学

ぶことが好きになれるような方向にもっていくと、クラスの心が一つになる。自身も城北公

園にて子供たちと活動したことで新たな発見があった。形にとらわれず、地域と子供が接す

る機会をもつことは促進していきたい。（小山委員） 

 ・地域など子供が興味をもつような授業は、自分から進んで活動できる内容が多い。企画から



運営まで子供たちで行うのはどうか。やるべきことはしっかり押さえた上で、自分たちで取

り組む活動により，自ら責任を持ち、改善点を見つけて工夫していくことにつながる。（内

山委員） 

 ・学校の説明により、これまでの活動で種を蒔いてくれていることが分かった。今後もそれを

生かして活動が広がることが望ましい。本日の参観においても、これまでの積み重ねを感じ

る授業の雰囲気であった。ミシンボランティアに参加したが、関わりをもつことで子供の得

意な分野など発見できる喜びがあり，声掛けをすることで子供の喜びにもつながる。（松本

議長） 

 ・交流のある児童が、生き生きと積極的に活動する様子が見られた。このことから、学校に来

て人とふれ合うことは笑顔が増えると感じた。家庭や学校だけでなく、多角的に見守ってい

くことが大切である。（村上委員） 

  ②地域人材の有効活用 

 ・ボランティアに参加してくれる人は、プラスのイメージを持って来てくれ、活動によりプラ

スのイメージを膨らめてくれる。それを口コミのように周りに伝えてくれることで、身近に

感じ垣根が低くなって、人材が集まりやすくなるのではないか。（松田会長） 

 ・ボランティアに参加しているが、子供から声を掛けてくれるなど交流が増えている。ボラン

ティア募集に関しては、都度の呼び掛けのみならず、追分応援団にボランティア登録してく

れている方が子供たちのためにと参加してくれ、人が集まりやすくなっている。学年関係な

く参加してくれており、少しずつ広がりを感じている。また、クラブで指導してくれている

地域の方々からも「子供たちからパワーをもらっている」という嬉しい感想もいただいてい

る。（今泉委員） 

 ・自治会長や学校運営協議会委員という立場としても、身近な集まりの場などのコミュニティ

の中でＣＳ活動をＰＲし広められたらと思う。活動を通した交流で、子供の変化も見ること

ができ、子供たちも自分を認めてもらえることで互いの喜びになっている。（小山委員） 

  

 

 ＜その他報告事項等＞ 

  学校支援コーディネーターの今泉委員より、これまでの支援活動進捗状況や、今後の活動予定

が報告された。 

  司会から、次回会議は、２０２５年２月１７日（月）午後１時３０分から追分小学校会議室で

開催する旨の報告があった。 


